




















要    約:住民の助産婦に対するニーズ調査として、初年度(昨年)はまず出産後 1 年未満

の母親を対象に、住民の助産婦への認識状況を調査した。結果として、助産婦の存在感の

希薄さが示唆された。助産婦は長く地域に密着し、お産婆さんとして慣れ親しまれていた

経緯を考え、今年度は地域で母子や女性の健康生活を援助している住民組織や行政・専門

職を対象に、助産婦に対するニーズを直接的・間接的に謂査した。  (調査 1)   併せて、

出産・育児に関心が高く助産婦との接触が多いと思われる育児グループにも実施した。

(調査 2)   結果として、保健センターや助産所など住民の身じかな所に居て、出産や育

児を自然で健康な営みとして推進できるよう、助産婦の専門性を発揮してほしいとの要望

が強くみられた。


